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２．施設配置計画
　　●会場は、式典エリア、本部エリア、おもてなし広場、入場チェックエリア等にゾーン分けします。
　　●会場の周囲にはフェンス等を設置し、外部からの侵入防止対策を講じます。

⑴　大会会場
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３．主要施設計画
⑴　お野立て所

　　●海岸防災林の復旧状況を見ることができる位置に配置し、県産スギ材を使用した仮設の構造物
とします。

　　●柔らかな曲線はなだらかな山並みが連なる阿武隈山地をイメージし、また、異なるアーチの組
み合わせは虹をイメージし、県民が明るい未来に向かって歩む姿を表現しています。

　　●設置に当たっては、風対策等の安全性を考慮した構造とします。
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⑵　木製品

　　●お手播き箱、御鍬、プランターカバー、ベンチ等の木製品には、県産材を使用します。
　　●プランターカバーやベンチは、県内の子どもたちなどが、おもてなしの心を込めて製作します。
　　●使用したプランターカバーやベンチは公共施設へ配布するなど、活用方法を検討します。

　【木製品の製作】
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４．飾花計画
　　●会場及び周辺に、県内の高校生が歓迎の意を込めて育てた花などを使用し、会場の雰囲気を  

引き立てるとともに、参加者の安全かつ円滑な動線が確保できるよう配置します。
　　●お野立て所周りは、トルコギキョウなど県内産の代表的な花きの生花で飾花します。
　　●会場内に設置するプランターは、県産材を使用します。
　　●福島県を始め、関係市町村、関係団体、県民が一体となり、参加者へのおもてなしの心で、飾

花や美化に努めます。

５．案内・誘導計画
　　●参加者が安全かつスムーズに式典や植樹行事などに参加することができ、移動に支障がないよ

う、各所に案内板を設置します。
　　●案内板は参加者が認識しやすいよう、大会ロゴマークを統一して使用します。
　　●案内板はユニバーサルデザインに留意し、参加者が見やすい色彩、大きさにするとともに、見

やすい位置、高さに設置します。また、絵文字を使用する等、参加者が一目で分かる表示とし
ます。

　　●案内板には、県産材のほか、再利用可能な製品の活用等、環境に配慮した資材の使用に努めます。

６．電気・給排水・通信設備計画
⑴　電気設備計画 

　　●会場内で使用する電源は引き込み電源のほか、演出系電源は電源車、その他おもてなし広場周
辺は発電機（ジェネレーター）で対応します。

　　●電源車、発電機は柵などで囲い、安全対策を十分に行います。

⑵　給排水計画

　　●水は給水車等より供給し、排水は回収した後、適正に処理します。

⑶　通信設備計画

　　●運営を円滑に行うため、実施本部等に臨時電話を設置するほか、携帯電話、トランシーバー等
の無線通信機器を適正に配置します。

⑷　仮設トイレ計画

　　●おもてなし広場等に適正な数量を配置します。また、衛生面にも十分配慮します。
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７．中継システム計画
　　●式典会場とサテライト会場を中継で結ぶとともに、式典の模様は中継でサテライト会場、各

PR会場に配信し、広域開催型の大会を目指します。

南相馬市原町区
雫（しどけ）地内
〔海岸防災林整備地〕


